
中
世
に
は
じ
っ
に
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
〈
註
釈
〉
と
い
う
営
為

が
行
わ
れ
た
。
『
麗
気
記
』
も
ま
た
例
外
で
は
な
い
。
本
報
告
で
は
、

「
「
麗
気
記
』
と
〈
註
釈
〉
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
ま
ず
は
中
世

に
お
い
て
『
麗
気
記
』
が
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
を
見

届
け
た
う
え
で
、
「
麗
気
記
』
に
ま
つ
わ
る
註
釈
害
と
そ
の
研
究
状
況
、

そ
し
て
中
世
註
釈
を
め
ぐ
る
資
料
性
な
ど
、
い
く
つ
か
の
問
題
を
設

定
し
考
え
な
お
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

『
麗
気
記
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
を
現
代
の
文
脈
に
還
元
し
て
読
む

だ
け
で
は
な
く
、
中
世
と
い
う
時
代
に
あ
っ
て
『
麗
気
記
』
が
い
か

［
平
成
十
二
年
度
大
会
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
］
特
別
掲
載
・
『
麗
気
記
』
に
み
る
中
世

一
は
じ
め
に

『
麗
気
記
』
と
〈
註
釈
〉
Ｉ
中
世
註
釈
の
言
説
世
界
か
ら
Ｉ偽

書
・
仮
託
書
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
最
近
衆
目
を
集
め
て
い
る
研

究
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
と
り
わ
け
中
世
に
籏
出
し
た
一
連
の

神
祇
書
は
、
そ
の
殆
ど
が
〈
仮
託
〉
と
い
う
擬
装
の
も
と
に
成
り
立

ち
享
受
さ
れ
た
。
『
日
本
書
紀
』
で
す
ら
、
嵯
峨
天
皇
の
勅
に
よ
り

に
認
識
さ
れ
解
釈
さ
れ
て
き
た
か
、
中
世
註
釈
の
言
説
世
界
か
ら
さ

ぐ
り
あ
て
る
試
み
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
は
「
パ
ネ
ル
要
旨
」
と
い

う
性
格
上
、
そ
の
梗
概
を
示
す
に
と
ど
め
ざ
る
を
え
な
い
。
各
章
で

採
り
上
げ
た
各
テ
ー
マ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
章
末
に
掲

げ
た
拙
稿
に
お
い
て
ふ
れ
て
い
る
。

二
中
世
に
お
け
る
『
麗
気
記
』
認
識

原
克
昭

『麗気記』とく註釈〉ﾗラ



そ
し
て
、
中
世
に
お
い
て
も
っ
と
も
彦
透
し
共
有
さ
れ
た
の
が
、

③
醍
醐
天
皇
説
（
神
泉
苑
龍
女
授
受
説
）
で
あ
る
。
醍
醐
天
皇
が
神
泉

仮
名
か
ら
真
名
へ
再
治
さ
れ
た
と
い
う
説
が
共
有
さ
れ
て
い
た
ご
と

く
で
あ
る
（
拙
槁
「
中
世
神
道
と
縁
起
ｌ
〈
嵯
峨
天
皇
日
本
紀
再
治
説
〉
に

ま
つ
わ
る
覚
書
」
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
六
三
巻
一
二
号
一
九
九
八
・
一

二
）
。
し
か
し
、
そ
れ
を
た
ん
な
る
〃
僻
説
〃
と
し
て
片
付
け
て
し

ま
う
わ
け
に
は
い
く
ま
い
。
中
世
と
い
う
時
代
環
境
に
お
い
て
、
そ

れ
ら
神
祇
書
が
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
か
を
問
い
質
す
べ
き

だ
ろ
う
。
〈
註
釈
〉
と
い
う
営
為
を
揺
り
動
か
し
た
で
あ
ろ
う
刺
戟
（
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
も
そ
こ
に
あ
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

『
麗
気
記
』
の
編
者
を
め
ぐ
っ
て
は
、
一
般
的
に
は
①
弘
法
大
師

空
海
仮
託
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
し
か
る
に
、
そ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
近

世
以
降
世
上
に
流
布
し
た
版
本
（
寛
文
十
二
年
〈
一
六
七
三
刊
）
に
「
空

海
撰
」
と
附
さ
れ
た
こ
と
に
拠
る
。
げ
ん
に
、
近
世
に
刊
行
さ
れ
た

目
録
類
で
は
空
海
説
が
継
承
さ
れ
て
い
る
（
『
本
朝
台
祖
撰
述
密
部
書
目
』

『
釈
教
諸
師
製
作
目
録
』
『
諸
宗
章
疏
録
』
『
国
朝
書
目
』
）
。

②
聖
徳
太
子
説
は
、
お
な
じ
く
聖
徳
太
子
に
仮
託
さ
れ
た
『
先
代

旧
事
本
紀
』
と
な
ら
び
、
『
麗
気
記
』
が
一
種
の
《
正
紀
》
と
し
て

意
識
さ
れ
て
い
た
形
跡
を
し
の
ば
せ
る
。
こ
の
聖
徳
太
子
説
を
採
択

す
る
諸
害
に
は
書
承
関
係
が
認
め
ら
れ
る
点
、
一
種
の
口
伝
と
し
て

相
承
さ
れ
て
い
た
説
と
窺
測
さ
れ
る
（
『
天
台
名
目
類
聚
紗
』
「
補
施
集
』

『
楊
鴨
暁
筆
』
）
。

そ
し
て
、

苑
の
龍
女
よ
り
伝
授
さ
れ
る
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
『
麗
気
記
』
と

い
う
テ
キ
ス
ト
の
《
秘
書
性
〉
の
み
な
ら
ず
、
『
麗
気
記
』
を
め
ぐ

っ
て
〈
伝
授
〉
と
い
う
形
態
が
い
か
に
尊
重
さ
れ
て
い
た
か
を
よ
く

物
語
っ
て
い
る
。
中
世
の
『
麗
気
記
』
註
釈
の
多
く
が
こ
の
説
に
依

拠
し
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
こ
と
を
示
唆
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う

（
『
麗
気
制
作
抄
』
『
麗
気
聞
書
』
『
神
宮
方
丼
神
仏
一
致
抄
』
『
〔
弘
法
大
師
神
代

神
祇
抄
〕
』
『
神
道
書
目
録
関
白
流
』
ほ
か
）
。
④
役
行
者
・
弘
法
大
師
空
海
・

伝
教
大
師
最
澄
・
醍
醐
天
皇
共
編
説
（
「
麗
気
記
私
紗
』
）
、
⑤
醍
醐
天

皇
ｌ
浄
蔵
説
（
『
転
輪
聖
王
章
内
伝
』
）
も
、
や
は
り
同
轍
の
発
想
に
あ

る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
醍
醐
天
皇
を
筆
受
者
と
し
て
措

定
し
、
龍
女
を
介
し
て
空
海
・
最
澄
・
役
行
者
ら
の
言
談
を
書
き
と

ど
め
た
も
の
、
そ
れ
が
『
麗
気
記
』
だ
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
『
麗

気
記
』
引
用
の
初
見
と
さ
れ
る
、
度
会
家
行
撰
『
類
聚
神
祇
本
源
』

（
元
応
二
年
〈
一
三
二
○
〉
）
に
お
い
て
、
『
麗
気
記
』
が
「
本
朝
官
家
」

と
し
て
部
類
立
て
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
れ
と
け
っ
し
て
無
縁
で

は
あ
る
ま
い
。

※
阿
部
泰
郎
［
編
］
伊
藤
聡
・
原
克
昭
・
松
尾
恒
一
［
統
刻
・
解
題
］

『
仁
和
寺
資
料
【
神
道
篇
一
神
道
灌
頂
印
信
』
〈
名
古
屋
大
学
比
較
人
文

学
研
究
年
報
・
第
二
集
〉
二
○
○
○
・
三
所
収
、
拙
稿
「
麗
気
記
解
題
」

参
照
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『
麗
気
制
作
抄
臭
康
応
元
年
〈
一
三
八
九
〉
以
前
）

『
麗
気
制
作
抄
』
は
神
道
大
系
『
真
言
神
道
（
上
）
』
に
雛
刻
が
収

め
ら
れ
る
（
た
だ
し
、
康
応
元
年
〈
一
三
八
九
〉
舜
俊
書
写
の
真
福
寺
大
須
文

庫
本
を
転
写
し
た
静
嘉
堂
文
庫
本
を
底
本
と
す
る
）
。
そ
の
解
題
中
に
お
い

て
『
制
作
抄
』
を
「
醍
醐
天
皇
に
仮
託
し
た
文
献
」
と
紹
介
す
る
が
、

す
で
に
指
摘
も
あ
る
と
お
り
こ
れ
は
適
切
で
は
な
い
。
勢
頭
に
「
・

延
喜
御
門
御
作
也
」
と
あ
る
の
を
ふ
ま
え
た
ら
し
く
、
げ
ん
に
真
福

寺
本
の
扉
題
下
に
も
「
延
喜
作
」
と
あ
る
が
、
本
来
こ
れ
は
被
註
書

た
る
『
麗
気
記
』
の
作
者
に
関
す
る
条
文
と
み
る
べ
き
で
と
こ
ろ
で

主
命
》
フ
（
》
○

『
麗
気
記
』
の
古
註
釈
書
と
し
て
は
、
『
麗
気
制
作
抄
』
が
比
較
的

流
布
し
た
ら
し
く
、
『
日
本
書
紀
私
見
聞
（
春
玲
杢
』
『
神
宮
方
丼
神

仏
一
致
抄
』
に
抄
録
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
神
宮
文
庫
蔵
『
鹿
米
抄
』

（
「
鹿
米
」
は
「
麗
氣
」
を
も
じ
っ
た
書
名
）
も
同
書
だ
と
い
う
。
ほ
か
に
、

了
誉
聖
問
著
「
麗
気
記
私
紗
』
『
麗
気
記
拾
遺
抄
』
『
麗
気
記
神
図
画

私
紗
』
、
良
遍
述
『
麗
気
聞
害
』
『
麗
気
記
抄
』
な
ど
が
あ
る
。
以
下

で
は
、
お
も
な
『
麗
気
記
』
註
釈
害
を
個
別
に
採
り
上
げ
な
が
ら
、

そ
の
研
究
状
況
に
つ
い
て
瞥
見
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

三
『
麗
気
記
』
古
註
釈
と
そ
の
研
究
状
況

構
成
は
、
〈
麗
気
灌
頂
〉
に
関
す
る
註
文
を
は
じ
め
『
麗
気
記
』

に
ま
つ
わ
る
事
害
が
つ
づ
き
、
以
下
『
麗
気
記
』
十
四
巻
に
お
よ
ぶ

断
片
的
な
語
註
・
訓
註
が
つ
く
。
『
麗
気
記
』
を
め
ぐ
っ
て
〈
伝
授
〉

と
い
う
形
態
の
尊
重
ぶ
り
を
よ
く
物
語
る
う
え
、
事
害
中
に
み
え
る

諸
伝
承
は
歌
語
に
も
関
わ
る
な
ど
、
『
制
作
抄
』
に
は
閉
ざ
さ
れ
た

儀
礼
空
間
と
開
か
れ
た
言
説
と
が
交
錯
す
る
内
容
を
持
つ
。
な
お
、

『
制
作
抄
』
は
『
麗
気
記
』
に
関
す
る
註
釈
書
と
し
て
か
な
り
流
布

し
た
形
跡
が
窺
え
る
。
春
玲
本
『
日
本
書
紀
私
見
聞
』
附
巻
「
麗
気

記
抄
」
と
し
て
収
載
（
神
宮
文
庫
古
典
籍
影
印
叢
刊
２
）
す
る
ほ
か
、
あ

と
で
採
り
上
げ
る
「
神
宮
方
井
神
仏
一
致
抄
』
に
も
抄
録
さ
れ
て
お

り
、
神
宮
文
庫
蔵
『
鹿
米
抄
』
（
寛
文
九
年
〈
一
六
六
九
〉
写
）
も
本
書

と
同
内
容
を
持
つ
。
ま
た
、
南
北
朝
期
の
書
写
奥
を
持
つ
日
光
天
海

蔵
『
日
本
書
紀
私
見
聞
』
や
、
新
出
の
願
教
寺
蔵
『
日
本
書
紀
私
見

聞
』
に
も
『
麗
気
記
抄
』
が
附
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
る
（
「
願
教
寺
主
要
資
料
紹
介
」
『
国
文
学
研
究
資
料
館
調
査
研
究
紀
要
』
第

一
二
号
二
○
○
○
・
九
）
。
ま
た
、
諸
本
中
に
は
、
若
干
な
が
ら
注
目

す
べ
き
異
同
が
存
す
る
が
、
い
ま
は
省
略
に
し
た
が
う
。

聖
問
著
『
麗
気
記
私
紗
』
『
麗
気
記
拾
遺
紗
』
『
麗
気
記
神
図
画
私
紗
』

（
応
永
八
年
〈
一
四
○
一
〉
ご
ろ
）

中
世
浄
土
宗
（
鎮
西
派
）
の
学
匠
で
あ
る
了
誉
聖
問
（
一
三
四
一
’

一
四
二
○
）
は
、
『
日
本
書
紀
私
紗
』
『
麗
気
記
私
紗
』
『
麗
気
記
拾
遺

『麗気記』とく註釈〉ﾗ7



紗
』
な
ど
神
祇
関
係
の
註
釈
も
手
が
け
て
い
る
。
『
私
紗
』
の
ツ
レ

と
な
る
『
拾
遺
紗
更
抄
と
も
）
』
奥
書
に
、
応
永
八
年
〈
一
四
○
一
〉

の
年
記
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
お
よ
そ
の
成
立
時
期
が
知
ら
れ
る
。

『
麗
気
記
』
十
四
巻
に
亙
っ
て
語
註
を
施
す
『
私
紗
』
は
、
問
答
体

の
体
裁
を
と
る
『
拾
遺
紗
』
と
併
せ
て
『
麗
気
記
』
に
も
と
づ
く
一

種
の
教
判
論
を
展
開
さ
せ
る
構
成
を
と
っ
て
い
る
。

聖
問
の
『
麗
気
記
』
註
釈
を
は
じ
め
と
す
る
浄
士
教
家
の
神
祇
思

想
に
関
す
る
研
究
は
、
あ
た
か
も
一
種
の
ブ
ー
ム
の
ご
と
く
、
戦
前

の
浄
士
教
学
に
お
い
て
さ
か
ん
に
行
わ
れ
た
。
こ
と
聖
問
に
か
ぎ
っ

て
み
て
も
、
数
多
く
の
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
資
料

紹
介
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
こ
れ
以

上
の
研
究
の
隆
盛
と
進
展
は
み
ら
れ
な
い
。
な
か
で
も
、
ま
と
ま
っ

た
か
た
ち
で
雛
刻
と
解
題
を
収
載
す
る
高
瀬
承
厳
編
『
麗
気
記
私

抄
・
麗
気
記
拾
遺
抄
』
（
森
江
書
店
一
九
三
三
・
一
○
）
は
、
い
ま
な

お
依
拠
す
べ
き
活
字
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
底
本

と
し
た
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
本
を
訓
み
下
す
形
式
を
と
っ
て
お
り

厳
密
な
雛
刻
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
後
、
『
麗
気
記
拾
遺
紗
』
の
み

神
道
大
系
『
真
言
神
道
（
上
）
』
に
収
録
さ
れ
、
『
麗
気
記
私
紗
』
も

よ
う
や
く
原
本
の
忠
実
な
雛
刻
が
な
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
が
な
お
未
完

の
ま
ま
で
あ
る
。
そ
の
他
、
聖
問
に
は
『
麗
気
記
』
「
神
体
図
」
に

関
す
る
註
釈
害
『
麗
気
記
神
図
画
私
紗
』
が
あ
る
。
聖
問
の
「
麗
気

記
』
に
対
す
る
見
識
は
、
「
日
本
書
紀
私
紗
』
『
古
今
集
序
註
（
了
誉

良
遍
述
『
麗
気
聞
書
』
『
麗
気
記
抄
臭
応
永
二
六
年
〈
一
四
一
九
〉
）

天
台
僧
良
遍
（
生
没
年
不
詳
ｌ
応
永
年
間
ご
ろ
活
動
Ｉ
）
は
そ
の
素
性

は
未
詳
な
が
ら
、
『
日
本
書
紀
』
『
麗
気
記
』
に
関
す
る
講
述
書
が
ま

と
ま
っ
た
か
た
ち
で
伝
存
す
る
こ
と
か
ら
夙
く
よ
り
着
目
さ
れ
た
。

久
保
田
収
『
中
世
神
道
の
研
究
』
（
神
道
史
学
会
一
九
五
九
・
一
二
、

初
出
は
一
九
五
六
・
五
）
で
は
「
麗
気
神
道
の
紹
述
者
」
と
し
て
採
り

上
げ
ら
れ
た
の
を
は
じ
め
、
言
説
分
析
や
書
誌
的
考
証
が
相
次
ぐ
。

『
麗
気
記
』
に
つ
い
て
の
講
述
書
で
あ
る
『
麗
気
聞
書
』
『
麗
気
記

抄
』
と
も
別
立
て
に
て
神
道
大
系
『
真
言
神
道
（
上
）
』
に
収
録
さ

れ
て
い
る
。
両
書
と
も
内
容
的
に
は
大
略
同
文
だ
が
、
巻
排
列
な
ど

の
点
で
系
統
を
異
に
す
る
。
う
ち
、
『
麗
気
記
抄
』
（
承
応
三
年
〈
一
六

五
四
〉
写
）
が
異
系
統
を
装
う
結
果
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
そ
の
伝

写
過
程
が
も
っ
ぱ
ら
近
世
以
降
で
あ
る
こ
と
を
考
え
併
せ
る
と
、
当

時
一
般
に
通
行
し
て
い
た
〃
版
本
系
〃
『
麗
気
記
』
の
巻
排
列
に
改

編
さ
れ
た
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
。
げ
ん
に
、
巻
首
題
に
は
「
麗

気
聞
書
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
麗
気
記
抄
』
と
い
う
標
題
は
改
編

序
註
）
』
に
お
い
て
も
随
所
で
援
用
さ
れ
、
最
近
注
目
を
集
め
て
い

る
そ
の
資
酉
誉
聖
聡
（
一
三
六
六
’
一
四
四
○
）
の
著
述
に
も
継
承
さ

れ
る
。
資
料
が
出
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
、
『
麗
気
記
』
本
文
と
の
よ
り

有
機
的
な
解
読
と
、
聖
問
ら
浄
土
教
家
に
よ
る
神
祇
教
学
の
さ
ら
な

る
究
明
が
期
待
さ
れ
る
。
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過
程
で
つ
け
ら
れ
た
後
題
に
す
ぎ
ず
、
原
題
は
や
は
り
『
麗
気
聞
害
』

と
看
倣
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
応
永
二
六
年
〈
一
四
一
九
〉
の
成
立
と
な
る
『
麗
気

聞
書
』
は
『
日
本
書
紀
聞
害
』
と
併
せ
て
、
良
遍
と
師
資
の
関
係
に

あ
っ
た
頼
舜
の
筆
録
に
か
か
る
こ
と
か
ら
、
「
頼
舜
」
の
記
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
・
高
野
山
宝
亀
院
蔵
『
神
道
和
書
目
録
』

（
永
正
一
六
年
［
一
五
一
九
］
奥
書
、
『
密
教
研
究
』
第
三
五
号
所
収
）
中
に
「
神

代
両
巻
口
決
二
帖
天
台
宗
頼
舜
記
之
／
麗
気
十
八
巻
聞
書
二
帖
同
作
」

と
あ
る
ほ
か
、
室
町
後
期
の
雑
蟇
害
『
楊
鴫
暁
筆
』
附
載
「
追
加
」

記
事
（
江
戸
後
期
の
後
補
と
さ
れ
る
）
の
う
ち
に
も
「
頼
舜
之
麗
気
ノ
聞

書
」
と
の
引
用
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
近
世
高
野
山
の
学
匠
隆
侭

に
よ
る
『
麗
気
記
』
註
釈
害
で
は
こ
の
「
麗
気
聞
害
』
に
も
と
づ
い

て
考
証
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
後
代
に
お
い
て
も
比
較
的
利
用
さ
れ
た

形
跡
が
認
め
ら
れ
る
。

な
お
、
応
永
三
一
年
〈
一
四
一
四
〉
の
講
述
に
か
か
る
『
神
代
巻

私
見
聞
』
巻
下
の
後
半
部
「
麗
気
事
」
以
下
は
「
麗
気
記
』
の
註
釈

に
宛
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
所
説
は
『
麗
気
聞
耆
』
と
も
重
な
る
。

そ
の
う
え
、
『
麗
気
聞
書
』
中
に
は
「
神
代
聞
書
ノ
如
シ
」
と
述
べ
、

『
日
本
書
紀
聞
害
』
と
重
複
す
る
所
説
を
省
略
す
る
箇
所
が
随
所
に

見
受
け
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
良
遍
の
神
祇
思
想
は
神
代
紀
に
関

す
る
複
数
の
講
述
文
献
を
相
互
補
完
的
に
解
析
し
て
い
く
必
要
が
あ

ブ
（
句
０

最
後
に
、
〈
註
釈
〉
と
い
う
概
念
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
採
り

上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
と
い
う
の
は
、
中
世
に
お
け
る
註
釈
と
い

う
営
為
と
現
在
の
そ
れ
と
の
間
に
は
明
ら
か
な
位
相
差
が
認
め
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
現
在
い
う
と
こ
ろ
の
註
釈
と
は
、
も
っ
ぱ
ら
そ
の

本
文
内
容
を
実
証
学
的
に
読
解
す
る
た
め
の
も
の
を
指
す
。
つ
ま
り
、

註
釈
は
本
文
批
判
の
上
に
立
脚
し
た
一
つ
の
研
究
方
法
と
し
て
確
立

さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
麗
気
記
』
に
か
ぎ
ら
ず
中
世
に
横
溢
す
る

註
釈
群
は
、
明
ら
か
に
そ
の
指
向
性
を
異
に
す
る
。
中
世
の
註
釈
は
、

先
行
す
る
テ
キ
ス
ト
を
そ
の
時
代
環
境
の
文
脈
に
お
い
て
読
み
替
え

更
新
し
て
い
く
積
極
的
な
言
語
行
為
と
し
て
あ
っ
た
（
げ
ん
に
、
秘
訓

に
よ
っ
て
原
典
の
字
句
じ
た
い
を
改
変
さ
せ
る
場
面
す
ら
あ
る
）
。
そ
の
点
、

そ
れ
は
註
釈
者
に
よ
る
思
想
表
現
の
場
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
中

世
の
神
道
や
文
学
に
対
す
る
近
世
国
学
あ
る
い
は
近
代
以
降
発
達
し

た
古
典
実
証
主
義
的
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
こ
う
し
た
中
世
の
註
釈
群

は
た
し
か
に
註
釈
の
範
晴
か
ら
は
除
外
視
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
中
世
と
い
う
時
代
を
対
象
と
す
る
以

※
神
仏
習
合
研
究
会
編
『
校
註
解
説
・
現
代
語
訳
麗
気
記
Ｉ
』
（
法
蔵

館
二
○
○
一
・
八
）
所
収
、
拙
稿
「
中
世
に
お
け
る
『
麗
気
記
』
註

釈
」
参
照

四
中
世
註
釈
の
ゆ
く
え

『麗気記｣とく註釈〉ﾗ9



上
、
そ
れ
が
中
世
の
学
問
形
態
で
あ
り
、
〈
註
釈
〉
と
い
う
営
為
の

あ
り
方
で
あ
っ
た
こ
と
は
見
定
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
さ
も
な
い

と
、
中
世
に
籏
出
し
た
『
日
本
書
紀
』
註
釈
群
が
か
っ
て
「
今
日
読

む
に
値
す
る
も
の
は
一
つ
も
な
い
」
と
い
う
烙
印
の
も
と
に
等
閑
視

さ
れ
て
き
た
陥
奔
を
く
り
か
え
し
（
拙
稿
「
〈
中
世
日
本
紀
〉
研
究
史

ｌ
附
・
研
究
文
献
目
録
抄
」
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
六
四
巻
三
号
一
九

九
九
・
三
参
照
）
、
ひ
い
て
は
そ
こ
に
「
思
想
」
な
ど
あ
る
も
の
か
な

ど
と
い
っ
た
愚
問
を
呈
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
そ
れ

は
、
〈
註
釈
〉
と
い
う
営
為
を
ひ
と
え
に
訓
詰
学
的
・
実
証
学
的
な

も
の
と
し
か
認
識
し
な
い
、
現
代
の
発
達
史
観
が
も
た
ら
す
偏
見
を

示
し
て
あ
ま
り
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
中
世
の
〈
註
釈
〉
を
い
か
に
扱
う
べ
き
か
。
第
一
に

考
え
ら
れ
る
の
は
、
原
典
そ
の
も
の
を
読
み
理
解
す
べ
く
享
受
史
・

註
釈
史
の
一
環
と
し
て
活
用
す
る
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
世
ぴ

と
の
指
向
し
た
く
註
釈
〉
を
現
代
の
文
脈
で
捉
え
な
お
す
こ
と
に
は
、

少
な
か
ら
ず
限
界
を
覚
え
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
間
隙
を
埋
め
る
に

は
、
前
時
代
の
〈
註
釈
〉
を
踏
襲
し
あ
ら
ゆ
る
展
開
を
遂
げ
つ
つ
も

〈
註
釈
史
〉
を
形
成
し
う
る
方
法
論
が
前
提
と
し
て
要
求
さ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
麗
気
記
』
に
ま
っ
わ
る
く
註
釈
〉
に
は

そ
の
よ
う
な
前
提
条
件
を
充
分
に
備
え
て
は
い
な
い
。
い
わ
ば
、
現

行
の
辞
書
レ
ベ
ル
の
語
註
と
中
世
の
〈
註
釈
〉
と
が
相
な
ら
ぶ
こ
と

に
対
す
る
違
和
感
な
い
し
不
調
和
音
が
生
ず
る
ゆ
え
ん
も
そ
こ
に
あ

フ
（
》
Ｏ

こ
こ
に
〈
註
釈
〉
の
方
法
論
を
め
ぐ
る
第
二
の
方
法
が
摸
索
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
、
〈
註
釈
〉
を
た
だ
原
典
に
附
随
す
る
も

の
と
看
倣
す
以
上
に
、
一
つ
の
文
献
資
料
と
し
て
、
つ
ま
り
は
「
つ

け
ら
れ
た
」
註
釈
で
は
な
く
「
つ
く
ら
れ
た
」
註
釈
と
し
て
読
み
な

お
す
視
点
で
あ
る
。
中
世
に
お
い
て
紡
ぎ
出
さ
れ
た
言
説
を
一
概
に

現
代
の
文
脈
に
還
元
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
あ
り
の
ま
ま
の
相

と
し
て
解
き
明
か
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
中

世
に
お
け
る
『
麗
気
記
』
の
〃
実
像
〃
（
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
〃
幻
像
″

と
い
う
べ
き
か
）
を
見
届
け
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
〈
註
釈
〉
の
解
読

は
必
須
の
作
業
と
な
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
、
中
世
の
〈
註

釈
〉
に
み
る
言
説
は
断
片
的
に
す
ぎ
合
理
的
に
は
理
解
し
あ
ぐ
ね
る

と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
う
し
た
言
説
を
丹
念

に
解
読
す
る
こ
と
で
、
透
視
さ
れ
る
べ
き
〈
麗
気
記
像
〉
が
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
に
ち
が
い
な
い
。
む
し
ろ
、
か
り
に
《
麗
気
記
〉
的

世
界
な
る
も
の
を
構
想
す
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
註
釈
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
は
じ
め
て
立
ち
現
れ
て
く
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

［
附
記
］
本
報
告
は
、
二
○
○
○
年
度
早
稲
田
大
学
特
定
課
題
研
究
助

成
費
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
早
稲
田
大
学
助
手
）
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